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Vol.876江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

［  主な内容 ］
◎特集「給食への思い」
◎令和５年度決算報告
◎江津市職員を募集します

特集

給
食
へ
の
思
い



給
食
の
現
状

　
文
部
科
学
省
の
学
校
給
食
実
態
調
査

で
は
全
国
3
万
を
超
え
る
小
中
学
校
の

う
ち
95
％
以
上
の
学
校
で
給
食
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
給
食
の
提
供
ス
タ
イ

ル
に
は
牛
乳
の
み
提
供
さ
れ
る
「
ミ
ル

ク
給
食
」、
お
か
ず
類
と
牛
乳
が
提
供

さ
れ
る
「
補
食
給
食
」、
主
食
と
お
か

ず
類
、
牛
乳
が
提
供
さ
れ
る
「
完
全
給

食
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
島
根

県
で
は
小
中
学
校
１
９
６
校
の
う
ち
、

99
％
の
学
校
で
「
完
全
給
食
」
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

配缶

完成した料理から各学校へ届けるた
めに、各クラスごとに食缶へ配缶し
ていきます。 AM ９：００

野菜の下処理が終わり次第、
調理を開始します！

調理開始

配送車への積み込み
AM１１：００

配缶された食缶を学校ごとのコン
テナに積み込み配送車で各学校へ

PM ０：２０ 児童・生徒たちのもとへ給食が届き、
いただきます！

食器の洗浄
PM１：３０

回収した食器や食缶の洗浄を行い
ます。洗浄後には食器などの状態を
チェック・数量を確認し、消毒保管
庫で消毒、乾燥、保管されます。

食材の受け取り
AM ８：００

その日の給食に使う食材を受け取
ります。

江
津
の
給
食

　

江
津
市
に
は
、「
江
津
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
」
と
「
桜
江
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
」
の
二
つ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校

計
11
校
へ
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

江
津
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
約

１
5
０
０
食
、
桜
江
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
約
１
７
０
食
の
給
食
が
一
日

に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
江
津
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら

れ
る
ま
で
、
江
津
地
区
で
は
、
小
学
校

の
み
が
各
学
校
の
給
食
調
理
室
で
作
ら

れ
た
給
食
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
こ
と
で
小
学

生
、
中
学
生
へ
同
じ
献
立
の
給
食
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
方
式
に
な
る
こ
と
で
、
調

理
場
が
一
つ
に
な
り
、
衛
生
管
理
の
徹

底
が
で
き
、
食
中
毒
の
リ
ス
ク
な
ど
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

栄
養
教
諭
の
考
え
た
献
立
で
「
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
」
を
よ
り
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

初
め
て
学
校
給
食
が
実
施
さ

れ
た
の
は
、
明
治
22
年
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
場
所

は
山
形
県
鶴
岡
町
で
、
そ
の
時
の
献

立
は
お
に
ぎ
り
、焼
き
魚
、漬
物
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
た
食
事
を
提
供
し
、
子
ど
も
の
健
康

保
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
全
国
の
多
く
の
小
中
学
校
で
「
学

校
給
食
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
給
食
が
提
供
さ
れ
る
ま
で
に
は

多
く
の
人
々
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

食材の洗浄と下処理

葉物は一枚ずつばらし、異物混入がないか
状態をチェックし３回洗浄を行います。

問学校教育課管理係 
　℡０８５５（５２）７４９５

洗った野菜からカット
していきます！

揚揚和和 汁汁

完全給食

補食給食

ミルク給食 学
校
に
行
け
ば
、
お
昼
に
は

給
食
が
あ
り
ま
す
。
今
で

は
当
た
り
前
と
な
っ
た
給

食
で
す
が
、
学
校
で
の
単
な
る
食
事

と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
12
月
号
で
は
、
そ

ん
な
「
給
食
」
に
つ
い
て
詳
し
く
ご

紹
介
し
ま
す
。 給給食食へへのの思いい
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〇
　浜田港で水揚げ、加工されたあじです。尾頭付きの魚
をたべる経験をさせたい、食べ物の命をいただいている
ことを実感してほしいという思いを込めて提供します。骨
付きの魚に苦戦している様子も見えますが、学年が上が
るごとに上手に食べられる子が増えていきます。

あじの塩焼き

　「安全・安心な給食」をモットーに、日々、給食づ
くりに励んでいます。
　時季の行事・食材を取り入れたバラエティ豊かなメ
ニューがある一方、定番の給食メニューも人気です。
大量調理のため体力は要しますが、それ以上に子ども
たちの「おいしい」の声が聞きたくて、皆で協力して
頑張っています。
　心身の発達に大切な一食です。少しでも残さずに食
べてくれることを望んでいます。

　安全安心、おいしい給食を子どもたちに提供するため、
皆で毎日ミーティングをし、衛生管理に気を付けながら
調理しています。
　行事食や日本各地の郷土料理、そして桜江ならではの
手作りメニューなどいろいろ工夫を重ねながら、栄養教
諭の思いが子どもたちに給食を通して伝えられ、食育の
一環となるように日々頑張っています。残さずよく食べて
くれるので、空の食缶が返ってくることが調理員の励み
です。

　江津市食育推進計画のキーワードは、「からだをつ
くる・しぜんの恵みをたいせつにする・こころを豊か
にする・いろ（地域色）を活かす」の頭文字をとって、
かしこい食です。学校給食でもこの４つの柱を基本と
し、地場産物を活用した特色ある給食作りをしてい
ます。
　将来、食べることに悩んだとき、学校給食を思い
出せば大丈夫！といえる献立作成、そして食をとおし
て故郷に感謝することのできる子どもたちを育てて
行きたいと工夫を重ねています。「三里四方の食」を
大切に、安全で安心、美味しい給食を日々提供する
ことで、江津の子どもたちの健やかな成長の一助と
なるよう励んでいきたいと思います。

丸ごとあじ一匹給食泥落とし献立

　すまし汁は昆布とかつお節、みそ汁は、鰯、
鰺、飛魚、椎茸を使ってだしを取っています。しっ
かりだしを取ることで、味に深みが増し、調味
料をあまり使わなくてもよくなり、塩分控えめ
の汁物ができます。

〇 厚揚げのみそ汁

　米は江津市産のきぬむすめを給食センター
で炊飯しています。きぬむすめは白さとつやが
特徴の米です。また、ビタミン補給のため、麦
を混ぜこんで炊飯しています。献立の組み合わ
せも、ごはんが進むように考えています。

〇ごはん

　学校給食が目指すことは、今を生きる子どもたちが
一生涯にわたって健やかに生きていくことができるよ
う、給食を通して食に関する正しい知識と望ましい食
習慣を身に付け、実践する力をつけることです。
　主食・牛乳・主菜・副菜・汁物の組み合わせを基本
として、栄養のバランスがとれているだけでなく、地
域の食文化や地場産物、食べ物の旬、食に関わる人や
食べものへの感謝などを学ぶことができる「生きた教
材」となるよう献立作成をしています。また徹底的な
手洗いや中心温度の確認・記録、作業工程の工夫な
どを調理員と話し合いながら徹底した衛生管理を行っ
ています。これからも江津の子どもたちのために、安
全で安心な給食を届け続けたいと思います。

栄養教諭

奈保子福富 先生

郷田小学校勤務

主任調理員

明実田村 さん

江津学校給食センター

栄養教諭

美恵子酒井 先生

桜江小学校勤務

主任調理員

真由美柳光 さん

桜江学校給食センター

〇 ごぼうの洋風きんぴら
　学校給食では食中毒予防のため、基本的に
野菜はすべて加熱して提供するのが原則です。
茹でたり炒めたり、味付けを工夫したりして
おいしく野菜を食べられるようにしています。
生活習慣病予防のためにも、野菜をたっぷり
とってほしいなと思います。〇

　「泥落とし」には欠かせない「まき」です。まきの葉
（サルトリイバラの葉）は毎年山に摘みに行き、手作り
しています。まきを蒸すとまきの葉の香りが団子に移り
ます。子どもたちが毎年楽しみにしている手作りデザー
トの一つです。

まき

〇
　学校給食生産者交流で見学した有機栽培
のほうれん草、水菜と地元野菜を使いごま
和えにしました。

ほうれん草とツナのごま和え

〇
　季節ごとに収穫される地元野菜と江の川
の肥沃な土地で育った「桜江ごぼう」を加え、
桜江町で栽培された大豆で作られた豆腐を
使ったみそ汁です。

江津旬菜みそ汁

〇
　焼きさばちらしは、雲南地方の郷土料理です。焼きさ
ばは貴重なたんぱく源として、農繁期に食べられていま
した。そこで、浜田沖で水揚げされ、高圧処理し、骨ご
とほぐし身にしたさばを干し椎茸や人参、さやえんどう
などの地元野菜と合わせたちらしずしです。

焼きさばちらし

　毎年、桜江小５年生は地域の市山環境保全会の協力を得て、
古代米づくりの学習をしています。昔から石見地方では、田植え
が終わると農繁期の労をねぎらう「泥落とし」という風習があり
ます。そこで給食センターでも５年生の田植えの労をねぎらう「泥
落とし献立」を毎年提供しています。

〇 笑みちゃんトマト
　江津コンクリート様で大切に育てられた、地元産のお
いしい笑ちゃんトマトは子どもたちにも大人気で、「次はい
つ笑ちゃんトマト出るん？」と尋ねられます。ヘタをとり十
分に洗浄することで、生食での提供を行っています。

桜 江 学 校 給 食 セ ン タ ー 江 津 学 校 給 食 セ ン タ ー
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　私の栽培する小松菜や、ネギを給食に使っても
らっています。野菜はハウスの有機栽培で育ててお
り、特に夏のハウス作業はとても暑く大変です。地
元で作られた新鮮な野菜を地元で消費することを大
切にし、子どもたちにはたくさん食べてほしいという
思いで、野菜を作っています。これからも子どもの 

「おいしい」と「笑顔」を思い浮かべながら野菜を
育てていこうと思っています。

「子どもたちにたくさん食べてほしい」

香の宮　F＆ A

安
や す お

夫大
お お は た

畑 さん
OHATA yasuo

　農業を始めて 7 年、私は「美味しまね認証」を取
得した安全安心な野菜を育てています。主に給食
用にニンジン、ジャガイモ、キュウリ、ピーマン、タ
マネギなどを納品しています。露地栽培での野菜生
産は天候の影響を受けやすく、収穫量を安定させる
ことが難しいですが、生産者の顔を知ってもらい、
地元で作られたものを食べて元気に育ってほしいと
願っています。

「生産者の顔が見える、安心の野菜を」

啓
よ し ひ ろ

裕佐
さ さ き

々木 さん
SASAKI yoshihiro

思
い
の
詰
ま
っ
た
「
給
食
」

　

学
校
給
食
は
栄
養
教
諭
、
調
理

員
、
生
産
農
家
の
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
思
い
が
詰

ま
っ
た
食
事
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
養
教
諭
や
調
理
員
は
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
必
要
な
栄
養
素
を
考
慮
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
作

成
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で

食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
色
々
な
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
産
農
家
は
新
鮮
で
安
全
な
食
材
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
人
々
が
、

子
ど
も
の
健
康
と
成
長
を
第
一
に
考

え
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
た
く
さ
ん
の
思
い
が
「
給
食
」
と

い
う
形
で
子
ど
も
た
ち
に
届
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
残
さ
ず
に
食
べ
る
と
い

う
こ
と
が
、
一
番
の
恩
返
し
に
な
る

で
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
笑
顔
の
た
め
に

　
現
在
、
給
食
は
一
食
あ
た
り
小
学
校

で
２
７
5
円
、
中
学
校
で
は
３
１
０
円

の
予
算
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

近
年
、食
材
の
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、

給
食
の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
は
さ
ら

に
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
う
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
保
護
者
の
負
担
を
増
や
す
こ

と
な
く
、
品
質
を
維
持
し
た
給
食
を
提

供
す
る
た
め
に
、
1
食
あ
た
り
約
42
円

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
は
、「
江
津
市
学
校
給

食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

基
本
方
針
」
な
ら
び
に
「
江
津
市
学

校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
を

　江津・桜江学校給食センターでは調理員をはじめ、栄養教諭、事務員、学校給食支援
員、作業員、給食運搬車運転手と、総勢 40 名におよぶスタッフが毎日衛生管理を徹底し
ながら、安全で安心な給食の提供に携わっています。また、地元の農業や漁業関係の方、
食材の仕入れ先業者のみなさんなど多くの方々の協力を得て成り立っています。
　そのような私たちの願いは、学校給食を通して大切な江津の子どもたちの体と心の健や
かな成長です。
　子どもたちに笑顔で「ごちそうさま」、「おいしかった」と言ってもらう、そして午後に向
けての活力を生みだしてもらう、それを励みとしてこれからもスタッフ・関係者一丸となっ
て毎日の給食の提供に努めたいと思います。

江津学校給食センター

持
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て

対
象
の
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
除
去
し

て
調
理
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て

お
り
、
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
安

心
し
て
学
校
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

※
特
定
原
材
料
の
う
ち
、「
卵
・
え
び
・
か
に
」

の
み
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
提
供
、「
卵
・
え
び
・

か
に
」
以
外
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
場
合
は
、

保
護
者
の
判
断
に
よ
る
除
去
ま
た
は
家
庭
か
ら

の
弁
当
対
応
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

　

現
在
は
保
護
者
と
の
や
り
取
り
は

す
べ
て
紙
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
来

年
度
か
ら
は
「
※
学
校
給
食
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
シ
ス
テ
ム
『
ア
レ
ス
ク
』」

の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
シ
ス

テ
ム
の
機
能
は
主
に
次
の
通
り
で
す
。

・
給
食
献
立
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
情
報
の

　
カ
レ
ン
ダ
ー
表
示

・
保
護
者
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
承
認

・
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
含
む
食
材
に

　
つ
い
て
の
確
認

こ
れ
に
よ
り
、
一
部
紙
で
や
り
取
り

し
て
い
た
こ
と
が
、
シ
ス
テ
ム
上
で

可
能
に
な
る
な
ど
保
護
者
や
教
職
員

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
は
今
年

度
導
入
の
検
討
委
員
会
を
開
き
、
２

明弘西田 さん所長

桜江学校給食センター

学
期
に
は
導
入
テ
ス
ト
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
よ
り
よ
い
安
全
安
心
な
学

校
給
食
提
供
に
向
け
て
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
、
学
校
、
教
育
委
員
会
で
日
々
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
シ
ス
テ
ム
『
ア
レ
ス
ク
』
は

株
式
会
社
Ａ
Ｂ
Ｉ
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　地元の新鮮な食材を使うことで、栄養価が高
く、味も良い健康的な給食を提供できます。
　地元の農家は、愛情を込めて育てた作物を提
供しており、その顔が見えることで、子どもたち
に食の大切さや農業の重要性を伝える良い機会
となります。江津市の給食を支える野菜農家さ
んを取材し、思いを伺いました。

生生産産者者のの思思いい

i n t e r v i e w インタビュー

約 42円

約 1,670 食

約 200日

約 1,400万円

１食
あたり

１日に

１年で

×

×

＝
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令和５年度決算報告

　令和５年度の江津市の決算が９月議会で認定されました。　令和５年度の江津市の決算が９月議会で認定されました。

　一般会計の決算は、歳入総額179 億1,337 万円に対し、歳出総額172億1,062万円となり、　一般会計の決算は、歳入総額179 億1,337 万円に対し、歳出総額172億1,062万円となり、

歳入歳出差引額は7億 275万円、翌年度へ繰り越すべき財源9,791万円を差し引いた歳入歳出差引額は7億 275万円、翌年度へ繰り越すべき財源9,791万円を差し引いた

実質収支は、6億484万円の「黒字」となりました。実質収支は、6億484万円の「黒字」となりました。
問財政課財政係　℡０８５５（５２）７９２９

公営企業会計

特別会計

地方債現在高の状況

議会費（0.8%）議会費（0.8%）
1億 4,2111億 4,211万円万円

令和5年度 令和4年度 増減額
168億3,872万円 185億9,159万円 △17億5,287万円

基金現在高の状況

令和5年度 令和4年度 増減額
62億253万円 62億3,578万円 △3,325万円

※表示単位未満単純四捨五入

　特別会計は、一般会計と区分し特定の収入と支出で経理を行う会計です。

特別会計名 歳入 うち一般会計繰入額 歳出 歳入歳出差引
国民健康保険事業 30 億 6,971 万円 2 億 4,520 万円 30 億 4,488 万円 2,483 万円
国民健康保険診療所事業 129万円 79 万円 128 万円 1 万円
後期高齢者医療事業 8 億 6,520 万円 5 億 2,203 万円 8 億 5,562 万円 958 万円

※表示単位未満単純四捨五入

　公営企業会計は、事業収入を主な財源として、独立採算の原則により特定の事業を経理する会計です。水道事業会計
および下水道事業会計はこれに該当します。

公営企業会計名 収入 うち一般会計繰入額 支出 収入支出差引

水道事業
収益的収支 8 億 6,538 万円 1億 903 万円 7 億 8,619 万円 7,920 万円
資本的収支 3 億 8,528 万円 6,785 万円 6 億 4,606 万円 △ 2 億 6,078 万円

下水道事業
収益的収支 ８億 9,989万円 1億 5,335 万円 8 億 4,103 万円 5,886 万円
資本的収支 9 億 1,274 万円 2 億 4,351万円 8 億 4,363 万円 6,912 万円

※表示単位未満単純四捨五入【収益的収支】　１年間の営業収支
【資本的収支】　設備投資などに伴う収支。収入不足額は、損益勘定留保資金などで補てんします。

分担金及び負担金（0.6％）分担金及び負担金（0.6％）
1億 441万円1億 441万円

使用料及び手数料（1.1％）使用料及び手数料（1.1％）
2 億 595万円2 億 595万円

繰入金（1.5％）繰入金（1.5％）
2 億 6,655 万円2 億 6,655 万円

地方譲与税・交付金（4.6％）地方譲与税・交付金（4.6％）
8 億 1,601万円8 億 1,601万円

その他（11.2％）その他（11.2％）
20 億 835 万円20 億 835 万円

県支出金（7.1％）県支出金（7.1％）
12 億 7,687万円12 億 7,687万円

市債（5.9％）市債（5.9％）
10 億 5,792 万円10 億 5,792 万円

地方交付税（37.4％）地方交付税（37.4％）
67億 523万円67億 523万円

民生費（32.7％）民生費（32.7％）
56 億 2,386 万円56 億 2,386 万円

衛生費（8.8％）衛生費（8.8％）
15 億 2,180 万円15 億 2,180 万円

土木費（9.7％）土木費（9.7％）
16 億 7,621万円16 億 7,621万円

教育費（6.4％）教育費（6.4％）
10 億 9,996 万円10 億 9,996 万円

公債費（16.7％）公債費（16.7％）
28 億 7,421万円28 億 7,421万円

農林水産業費（3.7％）農林水産業費（3.7％）
6 億 4,328 万円6 億 4,328 万円

消防費（3.9％）消防費（3.9％）
6 億 7283 万円6 億 7283 万円

災害復旧費（1.4％）災害復旧費（1.4％）
2 億 4860 万円2 億 4860 万円

労働費・商工費（4.0％）労働費・商工費（4.0％）
6 億 8,928 万円6 億 8,928 万円

歳出
172億172億

1,062 万円1,062 万円

歳入
179 億179 億

1,337万円1,337万円

自主 財源自主 財源
（28.2％）（28.2％）

依 存財源依 存財源
（71.8％）（71.8％）

市税（16.1％）市税（16.1％）
28 億 9,195 万円28 億 9,195 万円

総務費（14.3％）総務費（14.3％）
24 億 6,098 万円24 億 6,098 万円

国庫支出金（14.4％）国庫支出金（14.4％）
25 億 8,016 万円25 億 8,016 万円

※表示単位未満は、四捨五入し
ているため、総額と各項目の合
計は一致しません。
　構成比も同様です。

主な事業 

歳入用語説明

自主財源…地方公共団体が自ら確保で
　　　　　きる財源
依存財源…国や県から配分される財源
市税…市民税、固定資産税、軽自動車
　　　税など
地方交付税…一定の行政サービスを提
　　　　　　供できるように、国が配
　　　　　　分するお金
国庫支出金…特定の事業を行うため国
　　　　　　から交付されるお金
県支出金…特定の事業を行うため県か
　　　　　ら交付されるお金
市債…公共事業などの財源として借り入
　　　れるお金

歳出用語説明

総務費…庁舎の維持管理、税の徴収、
　　　　地域振興など市の全般的な運
　　　　営管理に使うお金
民生費…子どもや高齢者などの福祉　
　　　　サービスに使うお金
衛生費…健康診断やごみ処理などに使
　　　　うお金
商工費…商工業や観光の振興、企業誘
　　　　致などに使うお金
農林水産業費…農業、林業、水産業の
　　　　　　　振興のために使うお金
土木費…道路や橋、河川、公営住宅な
　　　　どの整備や維持管理に使うお金
教育費…小・中学校の管理運営などに
　　　　使うお金

　老朽化が進む市営嘉戸団地を、
高齢入居者のニーズに合わせたシル
バーハウジング対応住宅として、シ
ビックセンターゾーンに建替え整備
しました。

　お子さんの誕生を市をあげてお祝
いし、地域全体で子育て世帯を応
援するという思いを込めたベイビー
ボックスをプレゼントしました。

　川戸地区における地域防災力の
強化を図るため、拠点となる消防団
川戸分団消防ポンプ格納庫や防災
資機材格納庫を整備しました。

第 2 江津中央団地整備事業第 2 江津中央団地整備事業
（西玉江団地建設）（西玉江団地建設）

事業費　3 億 6,993 万円

ベイビーボックスプレゼントベイビーボックスプレゼント
事業事業

事業費　725 万円

災害対策費（川戸分団消防ポ災害対策費（川戸分団消防ポ
ンプ格納庫・防災資機材格納ンプ格納庫・防災資機材格納
庫整備庫整備

事業費　3,336 万円
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Information
Pick Up!

　
児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
令

和
６
年
10
月
分
（
令
和
６
年
12
月
支
給

分
）
か
ら
制
度
内
容
が
変
更
と
な
り
ま

す
。
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
所
得
制
限
の
撤
廃　

②
高
校
生
年
代
の
支
給
期
間
の
延
長

③
第
３
子
以
降
の
支
給
月
額
を
３
万
円

に
増
額

④
多
子
加
算
の
算
定
基
準
の
変
更

⑤
支
払
月
を
年
６
回
（
偶
数
月
）
に
変
更

　

制
度
改
正
後
に
新
た
に
受
給
さ
れ
る

人
、
ま
た
は
支
給
額
増
額
と
な
る
人
は
、

下
記
の
と
お
り
申
請
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
手
当
の

支
給
さ
れ
な
い
月
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高
校
生
年
代
以

下
の
児
童
が
い
る
世
帯
へ
は
９
月
上
旬

に
案
内
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
手
続
き
に
つ
い
て

は
案
内
通
知
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

▲ホームページ

項目 要件

新規申請が必要な人
所得限度額を超えたため、児童手当・特例給付の対象外と
なっていた人
高校生年代の児童のみを養育している人

増額申請が必要な人

江津市から児童手当を受給していて、大学生年代の子（19
～22 歳年度末）を含めて３人以上の子を養育している人
江津市から児童手当を受給していて、９月上旬に受け取った
案内通知に記載されている算定児童数と、養育している高
校生年代以下の児童数が異なる人

　
ご
注
意　
江
津
市
で
児
童
手
当
の
対
象
と
な
ら
な
い
人

・
公
務
員
は
、
勤
務
先
で
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
る
た
め
、
勤
務
先
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
単
身
赴
任
に
よ
り
市
外
で
別
居
し
て
い
る
配
偶
者
が
、
単
身
赴
任
先
の
市
町
村
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
江
津
市
で
児
童
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
子
ど
も
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
里
親
や

施
設
の
設
置
者
が
児
童
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
た
め
支
給
対
象
児
童
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
７

保
険
料
納
付
額
通
知
は

社
会
保
険
料
控
除
に
必
要
で
す

　
令
和
6
年
1
月
か
ら
12
月
の
間
に

納
付
し
た
「
介
護
保
険
料
」「
国
民
健

康
保
険
料
」「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
」「
国
民
年
金
保
険
料
」
な
ど
は

所
得
の
申
告
で
「
社
会
保
険
料
控
除
」

の
対
象
で
す
。

　
所
得
の
申
告
の
際
に
必
要
な
年
間

納
付
額
（
控
除
額
）
の
分
か
る
書
類

の
通
知
時
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
注
意
事
項

・
年
金
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
分

は
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
が
発
行
す

る
「
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
」
に

保
険
料
支
払
金
額
が
記
載
さ
れ
る
た

め
、
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課

税
年
金
の
受
給
者
に
は
、「
公
的
年

金
の
源
泉
徴
収
票
」
は
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

・
社
会
保
険
料
を
非
課
税
年
金
か
ら
特

別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
さ
れ
、
そ

の
納
付
額
が
必
要
な
場
合
は
、
表
の

各
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 保

険
料
納
付
額
通
知
は
大
切
に

種類 問い合わせ先 通知時期

介護保険料

浜田地区広域行政組合 介護保険課
　℡ 0855（25）1520
高齢者障がい者福祉課 高齢者福祉係
　℡ 0855（52）7480

・令和 7 年 1月中旬（令和 6 年中に納付した保険料）

国民健康
保険料

保険年金課 国民健康保険係
　℡ 0855（52）7937

・令和 7 年 1月下旬（令和 6 年中に納付した保険料）
後期高齢者
医療保険料

保険年金課 医療年金係
　℡ 0855（52）7483

国民年金
保険料

日本年金機構ねんきん加入者ダイヤル
【ナビダイヤル】
　℡ 0570（003）004

【050 から始まる電話でおかけになる場合】
　℡ 03（6630）2525

・令和 6 年 11月上旬
・令和 7 年 2 月上旬
 （10 月以降に今年はじめて保険料を納付した人）

江
工
祭　

　

10
月
12
日

（土）
、
開
校
90
周
年
を

迎
え
た
江
津
工
業
高
校
の
江
工
祭

は
、
例
年
と
は
一
味
違
う
記
念
文

化
祭
と
な
り
ま
し
た
。
文
化
祭
と

い
う
と
自
校
の
出
し
物
で
完
結
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
江
工
祭
は
校
外
か
ら
多
く

の
団
体
が
参
加
し
、
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
江
津
高
校
の
石
見
神
楽
公

演
、
石
見
智
翠
館
高
校
の
百
人
一

首
か
る
た
実
演
、
キ
リ
ス
ト
教
愛

真
高
校
の
バ
ン
ド
演
奏
、
江
津
清

江
津
と
モ
ノ
づ
く
り

江
津
と
モ
ノ
づ
く
り

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
目
線
～

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
目
線
～

vol.６
　

今
回
は
、
江
津
工
業
高
校
と
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の
文
化
祭
の

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
生
徒
や
学
生
自
身
が
楽
し
み
、
そ
し
て
来
場

者
に
モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
と
て
も
良
い
時
間
で
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
後
藤　
響
介

和
養
護
学
校
の
作
品
展
示
の
よ
う

に
、
市
内
の
他
校
か
ら
い
わ
ば
友

情
出
演
と
な
り
、
江
津
の
高
校
生

た
ち
の
創
造
力
と
才
能
が
一
堂
に

会
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

江
津
工
業
高
校
ら
し
い
「
モ
ノ

づ
く
り
」
の
魅
力
も
随
所
に
光
っ

て
お
り
、
人
が
乗
っ
て
遊
べ
る
ミ

ニ
ト
レ
イ
ン
や
今
回
初
披
露
と

な
っ
た
焼
き
芋
機
な
ど
、
多
く
の

来
場
者
が
そ
の
技
術
力
と
創
意
工

夫
に
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。
と
り

わ
け
、
焼
き
芋
機
で
作
ら
れ
た
ア

ツ
ア
ツ
の
焼
き
芋
は
、
秋
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
る
一
品
と
し
て
大
好

評
で
し
た
。

　

今
回
の
江
工
祭
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
ア
ク
ア
ス
の
玄
関
前
広

場
を
会
場
に
選
ん
だ
と
い
う
大
胆

な
決
断
で
す
。
従
来
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
校
外
に
場
を
移
す
こ
と

で
、
新
し
い
可
能
性
を
切
り
開
こ

う
と
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
際

立
ち
ま
し
た
。
水
族
館
側
も
快
く

協
力
し
、
地
域
全
体
が
一
体
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

姿
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
周

年
行
事
を
行
う
時
に
は
新
設
校
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
江
工
祭
の
マ

イ
ン
ド
を
受
け
継
ぐ
よ
う
な
も
の

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

翔
江
祭

　

10
月
26
日

（土）
、
ポ
リ
テ
ク
カ

レ
ッ
ジ
島
根
の
学
園
祭
＝
翔
江
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
自
治

会
が
主
催
と
な
り
、
飲
食
の
出

店
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や
神
楽
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ま
さ
に
お

祭
り
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
な
ぞ
解
き
を
し
な

が
ら
校
内
各
所
に
設
置
さ
れ
た
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
も
あ
り
、
校
内
を
見
て
回
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
謎
解
き
自

体
は
頭
の
柔
ら
か
さ
が
試
さ
れ
る

も
の
で
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な

い
と
き
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ラ

イ
ン
で
ヒ
ン
ト
を
聞
け
る
親
切
仕

様
で
し
た
。

　

翔
江
祭
と
同
時
に
「
も
の
づ
く

り
フ
ェ
ス
タ
」も
開
催
し
て
お
り
、

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
や
ジ
オ
ラ
マ
、
ベ

ン
チ
の
製
作
な
ど
無
料
で
10
種
類

の
も
の
づ
く
り
教
室
が
あ
り
ま
し

た
。

　

校
舎
に
入
る
と
早
速
も
の
づ
く

り
教
室
の
紹
介
が
あ
り
、
参
加
の

予
約
が
で
き
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

上
で
予
約
を
登
録
し
て
バ
ー
コ
ー

ド
を
発
行
、
予
約
状
況
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
更
新
し
、
開
始
前
の
到

着
確
認
で
そ
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
シ
ス
テ
ム
は
学
生
が
構
築

し
た
そ
う
で
す
。

　

私
が
参
加
し
た
の
は
ミ
ニ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
製
作
で
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
と
鏡
と
ラ
イ
ト

を
自
分
で
組
み
立
て
、
遮
光
箱
の

奥
に
絵
を
投
射
す
る
も
の
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

　

工
具
を
使
っ
て
ね
じ
穴
を
開
け

る
方
法
や
、
反
射
投
影
の
仕
組
み

を
１
時
間
の
体
験
の
中
で
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
き
、
出
来
上
が
っ

た
時
の
喜
び
の
声
は
他
の
参
加
者

か
ら
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

実
際
に
親
子
連
れ
の
来
場
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
モ
ノ
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
次
の
世
代
に
伝
え

る
場
と
し
て
今
後
も
ぜ
ひ
継
続
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

問
税
務
課
市
民
税
係

　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
１

▲江工祭の様子

▲翔江祭の様子 ▲出来上がったミニプロジェクター
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Information
Pick Up!

　

公
的
な
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

る
機
会
が
な
か
っ
た
人
へ
、
令
和
元
年

度
よ
り
定
期
接
種
の
対
象
者
と
し
て

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
、
実
施

期
間
は
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

ま
だ
一
度
も
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
人
は
、
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
対
象
者

・
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
、
令
和
元
年

度
～
5
年
度
ま
で
の
ク
ー
ポ
ン
券
未

使
用
者

※
過
去
に
風
し
ん
に
罹
っ
た
（
医
師
の

記
録
あ
る
場
合
）
こ
と
が
あ
る
人
や
抗

体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
十
分

な
抗
体
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◎
料
金　
無
料

※
検
査
機
関
で
ク
ー
ポ
ン
券
の
提
示
が

必
要
で
す

◎
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

　
令
和
７
年
２
月
28
日

※
期
限
以
降
に
受
け
る
場
合
は
、
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◎
抗
体
検
査
実
施
場
所

　

職
場
の
健
康
診
断
や
医
療
機
関
窓
口

で
ク
ー
ポ
ン
券
を
提
示
す
れ
ば
、
風
し

ん
の
抗
体
検
査
を
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
予
防
接
種
実
施
場
所

　
全
国
の
医
療
機
関

※
接
種
可
能
な
医
療
機
関
情
報
は
江
津

市
・
島
根
県
・
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

ク
ー
ポ
ン
券
は
４
月
下
旬
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ

れ
た
人
は
、
再
発
行
の
申
請
が
必
要
で

す
。

成
人
男
性
の
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
の
ご
案
内
問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係　
℡
０
８
５
５
（
5
２
）
７
９
３
５

水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
る
に
は

　

露
出
し
た
水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー

な
ど
に
新
聞
紙
、
古
布
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
巻
き
付
け
て

保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
の
原
因
に
な
る
た
め
、
給
湯
器
、

温
水
器
、
ボ
イ
ラ
ー
、
井
戸
用
ポ
ン
プ

な
ど
に
は
巻
き
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
結
し
た
と
き
は

　　
水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
巻
き
付
け
、

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ

い
。
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
が
破

裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
管
が
壊
れ
た
ら
江
津
市
給
水
装

置
工
事
指
定
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

修
理
費
用
・
水
道
料
金
は

自
己
負
担
で
す

　

配
水
管
分
岐
か
ら
家
庭
の
蛇
口
ま
で

の
部
分
は
、
市
か
ら
貸
し
出
し
て
い
る

水
道
メ
ー
タ
ー
を
除
き
、
個
人
な
ど
の

所
有
物
（
財
産
）
で
す
。
こ
の
う
ち
配

水
管
分
岐
か
ら
止
水
栓
ま
で
は
市
が
管

理
し
ま
す
が
、
止
水
栓
か
ら
宅
内
側
は
、

所
有
者
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
止
水
栓
か
ら
宅

内
側
の
水
道
管
の
破
裂
に
よ
る
修
理
費

用
は
所
有
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
、
凍
結
に
よ
る
露
出
箇

所
か
ら
の
漏
水
の
場
合
、
水
道
料
金
の

減
免
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
凍
結
、

破
裂
対
策
は
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

水
道
の
蛇
口
は
閉
め
ま
し
ょ
う

　

屋
外
水
栓
、
洗
濯
機
、
食
器
洗
浄
機

の
蛇
口
は
開
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、
散
水

や
洗
濯
な
ど
が
終
わ
っ
た
ら
、
必
ず
閉

め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
（
緊
急
止

水
機
能
が
つ
い
て
い
る
水
栓
の
場
合
は

除
く
）。

栓
や
ホ
ー
ス
が
抜
け
た
際
、
多
額
の
水

道
料
金
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
も
凍
結
漏
水
と
同
様
に

料
金
の
減
免
や
免
除
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

問
水
道
課
業
務
係　
℡
０
８
５
５
（
5
２
）
０
５
５
５

冬
場
の
道
路
状
況
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

道
路
の
除
雪
と
冬
期
全
面
通
行
止

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
江
津
市
と
島
根
県
で
は
、
大
雪
の
際
、

状
況
に
応
じ
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
願
い

・
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、
路

上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
積
雪
に
よ
り
、
立
木
の
枝
が
通
行
の

支
障
と
な
る
場
合
は
、
断
り
な
く
伐

採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
民
家
の
入
口
な
ど
の
除
雪
は
、
各
個

人
で
対
応
し
て
下
さ
い
。

・
国
道
な
ど
に
置
い
て
あ
る
凍
結
防
止

剤
は
持
ち
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

桜
江
日
和
線
（
日
桜
ロ
ー
ド
）
の

冬
期
全
面
通
行
止
め

　
市
道
桜
江
日
和
線
（
日
桜
ロ
ー
ド
）
は

急
勾
配
で
凍
結
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、冬
期
は
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

◎
通
行
止
め
期
間
（
予
定
）

　
12
月
13
日

（金）
～
令
和
7
年
２
月
末
日

※
天
候
な
ど
に
よ
り
規
制
開
始
日
お
よ

び
解
除
日
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
（
大
型
車
両
は
天
候
に
関
わ
ら
ず

期
間
内
は
全
面
通
行
止
め
）。

◎
道
路
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
土
木
建
設
課
管
理
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
９
１

　
島
根
県
浜
田
県
土
整
備
事
務
所

℡
０
８
５
５
（
２
９
）
５
６
９
８

早
め
の
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
や

チ
ェ
ー
ン
の
用
意
を
！

　

冬
の
道
路
は
、
ど
こ
で
積
雪
や
凍
結

し
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
早
め
の

冬
用
タ
イ
ヤ
装
着
や
、
チ
ェ
ー
ン
の
携

行
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
浜
田

河
川
国
道
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
道
路
に
設
置
し

て
い
る
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
の
画
像
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
配
信
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
冬

季
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

情
報
発
信
も
行
う
予
定
で
す
。

問
国
土
交
通
省
浜
田
河
川
国
道
事
務
所

℡
０
８
５
５
（
２
２
）
２
４
８
０

▲ホームページ▲国交省公式 X

　
11
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
、「
車
輪
脱

落
事
故
」
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
「
車
輪
脱
落
事
故
」
は
一
歩
間
違
え
ば

歩
道
を
通
行
す
る
歩
行
者
や
自
転
車
を

巻
き
込
み
、
死
亡
事
故
に
な
り
ま
す
。

　
「
車
輪
脱
落
事
故
」
を
防
ぐ
た
め
、
タ

イ
ヤ
交
換
は
次
の
注
意
点
を
必
ず
守
っ

て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
交
換
前

　

ホ
イ
ー
ル
・
ハ
ブ
の
当
た
り
面
、
ボ

ル
ト
・
ナ
ッ
ト
に
異
物
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
腐
食
し
た
ボ
ル

ト
・
ナ
ッ
ト
は
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

◎
交
換
時

　

ナ
ッ
ト
の
締
め
付
け
は
、
対
角
線
順

に
、
数
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

最
後
の
締
め
付
け
は
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を

使
用
し
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
定
め
る

ト
ル
ク
で
締
め
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
交
換
後

　

タ
イ
ヤ
交
換
か
ら
５
０
～
１
０
０
㎞

走
行
後
、
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
使
用
し
て

増
し
締
め
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
車
輪
脱
輪
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

ナ
ッ
ト
が
緩
ん
で
い
な
い
か
な
ど
、
日

常
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

車
輪
脱
落
事
故
は
防
ぐ
に
は

問
中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局　
℡
０
８
５
2
（
３
７
）
２
１
３
８

ー 水道管の防寒の仕方 ー

　保温材 ( 布切れ、古毛布など ) を
露出した水道管に巻き付け、その上
からビニールテープを巻き固定する。

▲大型車はこちら
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Information
Pick Up!

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
入
選
作
品

問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
８

◎
作
品
一
覧

賞
名

作
品

学
校

学
年

氏
名
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

そ
の
言
葉　
あ
な
た
が
言
わ
れ
て　
ど
う
で
す
か
？

江
津
中
１
年

青
木　
愛
花

優
秀
賞

顔
あ
げ
て　
一
人
で
な
や
ま
ず　
相
談
を

江
東
中
３
年

志
窪　
明

そ
の
辛
さ　
助
け
を
求
め
て　
い
い
ん
だ
よ

江
津
中
１
年

山
本　
栞
里

大
丈
夫
？　
し
っ
か
り
確
認　
送
信
ボ
タ
ン

青
陵
中
3
年

渡
辺　
結
子

挨
拶
は　
心
を
交
わ
す　
合
言
葉

桜
江
中
2
年

湯
淺　
詩
音

佳
作

考
え
て　
誰
か
が
見
て
る　
そ
の
行
動

江
東
中
2
年

波
北　
沙
紀

絆
を
作
る　
大
事
な
も
の
は　
思
い
や
り

江
東
中
1
年

永
通　
亘
輝

や
め
よ
う
よ　
無
視
は
い
じ
め
の　
も
と
に
な
る

江
津
中
１
年

永
通　
葵

大
丈
夫
！　
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ　
誰
か
い
る

江
津
中
１
年

宮
村　
颯
太

笑
顔
は
ね　
誰
か
を
救
う　
贈
り
物

青
陵
中
３
年

平
野　
心
都

助
け
た
い　
そ
ん
な
思
い　
行
動
に

青
陵
中
３
年

近
重　
颯
人

見
て
る
よ
ね　
知
ら
な
い
ふ
り
は　
や
め
よ
う
よ

桜
江
中
２
年

原
田　
千
櫻

も
し
か
し
て　
あ
な
た
の
気
づ
き
が　
誰
か
を
救
う

桜
江
中
１
年

坂
根　
奏
裕

　

10
月
23
日
、
第
74
回
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
標
語
入
選
作
品
の
表

彰
式
が
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

標
語
の
募
集
は
、
こ
の
運
動
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
、
浜
田
地
区
保
護

司
会
江
津
分
区
が
、
市
内
の
中
学
生
を

対
象
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
作
品
・
入
選
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

◎
応
募
期
間　
5
月
24
日
～
７
月
11
日

◎
応
募
総
数　
２
０
５
点

心
を
つ
な
ぐ
、
障
が
い
者
週
間
の
ご
案
内

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
４

　
12
月
3
日
～
9
日
は
「
障
害
者
週
間
」

で
す
。
こ
の
期
間
は
、
一
人
ひ
と
り
が
障

が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、
文

化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
積
極
的
に
活
動

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

期
間
中
の
無
料
開
放
施
設

　
以
下
の
施
設
が
、
各
種
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
一
人
に
対
し

て
無
料
で
開
放
さ
れ
ま
す
。

◎
対
象

　
身
体
障
害
者
手
帳

　
療
育
手
帳

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◎
対
象
施
設

　
江
津
市
民
体
育
館

　
第
二
体
育
館

　
市
民
球
場

　
多
目
的
広
場

　
有
福
温
泉
浴
場

　
（
御
前
湯
、
さ
つ
き
湯
、
や
よ
い
湯
）

　
桜
江
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
今
井
美
術
館

　
（
通
年
無
料
、
介
護
者
は
有
料
）

展
示
啓
発
活
動

　
期
間
中
、
障
が
い
に
関
す
る
展
示
啓
発

を
行
い
ま
す
。
障
が
い
者
に
関
す
る
活
動

や
支
援
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
を
常
設
し
、

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◎
展
示
場
所

　
市
役
所
本
庁
1
階　
展
示
ス
ペ
ー
ス

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津
店　
2
階

障
が
い
者
サ
ロ
ン
の
開
催

　
障
が
い
者
サ
ロ
ン
で
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
々
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
と
し
、

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
ふ
れ
あ
い
、

楽
し
み
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
市
内
の
障
害
者
支
援
施

設
に
よ
る
物
販
や
盲
導
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
、

福
祉
用
具
の
展
示
な
ど
も
行
い
ま
す
。

◎
日
時　
12
月
8
日

（日）　
10
時
～
12
時

◎
場
所　
江
津
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ　
　

　
　
　
　
交
流
広
場（
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
）

　
毎
月
、
市
内
三
カ
所
で
催
さ
れ
る
石

見
神
楽
は
豪
華
必
見
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
湯
の
町
神
楽
殿
と
舞
乃
座
は

必
ず
ご
予
約
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

★
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

◎
日
時

　
12
月
15
日

（日）

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

◎
出
演
団
体

　
嘉
戸
神
楽
社
中
、
上
津
井
神
楽
社
中

◎
料
金

　
大
人　
１
０
０
０
円

　
中
学
生
以
下　
５
０
０
円

　
未
就
学
児
無
料

※
午
前
の
部
・
午
後
の
部
通
し
で
ご
覧

い
た
だ
い
て
も
料
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
０
５
３
４

★
有
福
温
泉　
湯
の
町
神
楽
殿

◎
日
時

　
12
月
７
日

（土）
、
14
日

（土）
、

　
21
日

（土）
、
28
日

（土）

　
午
後
８
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
出
演
団
体

　
有
福
温
泉
神
楽
団

◎
料
金

　
中
学
生
以
上　
１
０
０
０
円

　
小
学
生　
５
０
０
円

未
就
学
児
無
料

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
０
５
３
４

★
石
見
神
楽
劇
場　
舞
乃
座

◎
日
時

　
12
月
１
日

（日）
、
15
日

（日）

　
　
午
後
４
時
～
６
時

　
12
月
13
日

（金）
、
27
日

（金）

　
　
午
後
８
時
～
午
後
９
時

◎
出
演
団
体

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
料
金

　
日
曜
日　
２
０
０
０
円

　
金
曜
日　
１
０
０
０
円

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
席
の
予
約
専
用
電
話

　
℡
０
９
０
（
８
０
６
５
）
０
０
０
２

※
定
期
公
演
の
ほ
か
に
特
別
公
演
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

石
見
神
楽
公
演
情
報

▲ホームページ

問
商
工
観
光
課
観
光
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係

　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
９
４

絵画タイトル 学校 学年 氏名（敬称略）
江津の自然未来に残そう。 津宮小 4 年 森脇　松輝
江津の自然と生き物を守ろう 津宮小 4 年 小坂　沙來
江津の自然大切に 津宮小 4 年 河津　結菜
だいすきな江津に花をいっぱいさかせよう！ 津宮小 4 年 槇垰　陽菜乃
江津の自然をキレイに 津宮小 4 年 久保　瑛太
守ろう敬川のホタル 川波小 3 年 横田　莉愛
岩りゅう寺の滝 渡津小 4 年 中祖　たくみ
江津の自然を大切にしよう 高角小 4 年 湯淺　奏斗
守ろうゆたかな自然とみんなの笑顔を 川波小 4 年 湊　柚葉
守ろう江津の自然 川波小 5 年 川上　歩生
ダンボールコンポストで生ゴミが野菜の栄養に変身！ 津宮小 2 年 今川　瑞來
大丈夫？未来の江津市、大切に！！ 津宮小 4 年 板谷　美空

賞 標語 学校 学年 氏名（敬称略）
江津市長賞 描こうよ！　エコで広がる　江津の未来 江津中 2 年 焼杉　太智
江津市教育委員会 
教育長賞 ゴミ減らす　環境守る　第一歩 青陵中 3 年 吉本　彩夏

江津市地球温暖化 
対策推進協議会
会長賞

ごみの山　資源の山に　リサイクル 桜江中 2 年 渡邊　芽衣菜
何度でも　生まれ変われる　資源ごみ 青陵中 1年 湯淺　心愛
リサイクル　一人ひとりの　心がけ 青陵中 3 年 岡　英美佳

優秀賞

創り出そう　豊かな未来を　分別で 桜江中 1年 坂根　奏裕
リサイクル　みんなでつなぐ　地球のバトン 青陵中 1年 大畑　葵生
資源ごみ　地球のために　分別を 青陵中 1年 山下　政仁
いらないの？　リサイクルして　もう一度 青陵中 1年 井上　柚希
資源ごみ　分ける気持ちと　声かけを 青陵中 2 年 後野　心花
分別は　やらなきゃ意味ない　知ってても 青陵中 3 年 相山　一花
捨てないで　プラごみすべて　リサイクル 青陵中 3 年 渡辺　結子

江津市地球温暖化防止標語入選作品

エ
コ
ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

　

江
津
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
協

議
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
省
エ
ネ

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
実
践
す
る

こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、「
江
津
市
エ
コ

ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
小
学
生
と
中
学
生
の
皆
さ
ん

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
環
境
に
つ
い
て

の
絵
画
と
標
語
の
中
か
ら
入
選
作
品

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
絵
画
の
入
選

作
品
は
市
役
所
一
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

に
て
展
示
し
ま
す
。

◎
展
示
期
間

　
11
月
29
日

（金）
～
12
月
９
日

（月）

　
ご
希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー

を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
配
布
開
始
日　
12
月
9
日

（月）

　
※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◎
配
布
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

生
活
課
、
桜
江
支
所

問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
６

江津市エコライフカレンダー掲載絵画

問
江
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
２
４
７
４
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開催日 時間 会場 内容 予約

3 日（火） 午前 11時～ のぞみ保育園 0 歳児食事体験～離乳食コース 〇

4 日（水） 午前 10 時～ のぞみ保育園 マザーズひろば「ママの手作りクラブ」レジンづくり 〇
5 日（木） 午前 11時～正午 あさり 「わくわくランチ」園の食事を食べてもらいます。 〇
5 日（木） 午前 10 時～午後０時 30 分 うさぎ山 おいしい day 〇

6 日（金） 午前 10 時～午後１時 サポートセンター 第 4 回食育講座「調理実習」 〇

8 日（日） 午前 10 時～正午 江津市総合市民セ
ンター おやこ☆キラキラコンサート

10 日（火）午前 10 時～11時 さくら 「さくらこども園の日」橋目さんのヨガ
〇  

※予約は
あさりへ

10 日（火）午前 11時～ のぞみ保育園 １・２・３歳児食事体験 〇

11日（水） 午前 10 時～11時 風のえんがわ 「 ファミリーデー」 箸置き作りをしましょう！ 
　その後はカフェタイムでゆっくりしましょう。

〇  
※予約は
あさりへ

11日（水） 午前 10 時～正午 うさぎ山 ぱくぱくday 〇

12 日（木） 午前 9 時 30 分～11時 さくらえ保育園 プラ板キーホルダー 〇

12 日（木） 午前 10 時～ のぞみ保育園 マザーズひろば「べビ―マッサージ」 〇

13 日（金）午前 10 時～11時 サポートセンター おたのしみの日「大型絵本」 〇

16 日（月）午前 10 時～11時 あさり 「スマイルデー」カレンダー作り 〇

17 日（火）午前 10 時～11時 サポートセンター 第４回はじめてベビーの日「助産師さんとおしゃべり
会」 〇

17 日（火）午前 10 時～11時 30 分 うさぎ山 キッズヨガ ( 講師 nanoka さんによる) 〇

18 日（水）午前 9 時 30 分～１１時 30 分 サポートセンター 乳 幼 児 相 談・ お っ ぱ い 相 談・ 離 乳 食 相 談 
ミニ講話『子どもとの関わり「コミュニケーション」』

19 日（木）午前 11時～正午 あさり 「わくわくランチ」園の食事を食べてもらいます。 〇

19 日（木）午前 9 時 30 分～11時 さくらえ保育園 もちつき会 〇

20 日（金）午前 10 時～11時 サポートセンター おたのしみの日「クリスマス会」 〇

20 日（金）午前10 ～１１時 30 分 うさぎ山 もくもくday ～ドライフラワーガーランドづくり～ 〇
20 日（金）午前10 時～ のぞみ保育園 うたってあそぼう　＆　年忘れお楽しみ会 〇
21日（土）午前10 時～１１時 サポートセンター 絵本の読みかたりの日 〇

24 日（火）午前 10 時～正午 うさぎ山 Xmasプチクッキング 〇

26 日（木）午前 9 時 30 分～11時 さくらえ保育園 ほのぼのカフェ 〇
27 日（金）午前 10 時～11時 サポートセンター おたのしみの日「紙芝居」 〇

子育てサポート1 2 月のイベント一覧

子育てサポートセンター ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ  　℡０８５５（５２）０５６９
のぞみ子育て支援センター　℡０８５５（５２）７８８８ さくらえ子育て支援センター　℡０８５５（９２）１０６８
あさり子育て支援センター　℡０８５５（５５）１０２４ うさぎ山子育て支援室　℡０８５５（５４）１４２５

　子育てサポートセンターや支援センター・支援室の実施するイベントや取り組みなど
をお知らせします。
　新型コロナウイルス感染症の予防のため、基本的に予約制で開催します。予約やお問
い合わせは、下記の各施設までお問い合わせください。
　子育てサポートセンターホームページからも確認できます。

ホームページ
はこちら↓

糖尿病
　　正しく理解できてますか？

生
活
習
慣
の
乱
れ
が
原
因
？

　

糖
尿
病
は
必
ず
し
も
生
活
習
慣
の
み

が
原
因
で
発
症
・
悪
化
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

糖
尿
病
に
は
、
自
己
免
疫
疾
患
な
ど

が
原
因
と
な
っ
て
膵
臓
で
イ
ン
ス
リ
ン

が
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
る
１
型
糖
尿
病

と
、
遺
伝
的
要
因
に
生
活
習
慣
、
ス
ト

レ
ス
、
加
齢
な
ど
が
重
な
る
こ
と
で
イ

ン
ス
リ
ン
が
効
き
に
く
く
な
る
２
型
糖

尿
病
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
特
定

の
疾
患
や
遺
伝
子
の
異
常
に
よ
る
も
の
、

妊
娠
糖
尿
病
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
将
来
の
生
活
の
質

　

糖
尿
病
の
予
防
・
治
療
を
継
続
し
、

合
併
症
の
発
症
や
進
展
を
抑
え
る
こ
と

は
、
そ
の
後
の
生
活
に
お
け
る
質
の
低

下
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
就
労
世
代
の
「
糖
尿
病
が

強
く
疑
わ
れ
る
人
」
の
う
ち
、
治
療
を

受
け
て
い
な
い
人
が
30
％
に
の
ぼ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
仕
事

が
忙
し
い
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

適
切
な
治
療
と
定
期
的
な
通
院
が
継

続
さ
れ
て
い
れ
ば
、
糖
尿
病
を
抱
え
て

い
て
も
通
常
と
変
わ
り
な
く
生
活
や
就

労
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
定
期
的
に

健
康
診
断
を
受
け
、
血
糖
値
が
高
け
れ

ば
決
し
て
放
置
せ
ず
、
内
科
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

一
病
息
災

　

糖
尿
病
の
食
事
療
法
や
運
動
療
法
は
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
健
康
長
寿
の
秘
訣

と
い
え
ま
す
。
治
療
が
必
要
な
人
が
安

心
し
て
治
療
に
臨
め
る
よ
う
に
、
社
会

全
体
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

し
ま
ね
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｅ
イ
ン
フ
ォ
で
も
、

健
康
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

▲糖尿病の管理
　（動画）

▲ホームページ

▲発症と予防に
　ついて（動画）

糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

糖
尿
病
と
は
、
血
液
中
を
流
れ
る
ブ

ド
ウ
糖
（
血
糖
）
の
上
昇
を
抑

え
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
、

不
足
あ
る
い
は
作
用
低
下
を
お
こ
し
て

十
分
に
働
か
な
く
な
り
、
血
糖
が
増
え

た
状
態
が
慢
性
的
に
続
く
病
気
で
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
人
が
多
く
、
血
糖
値

が
高
い
状
態
が
続
く
と
血
管
中
に
あ
る

ブ
ド
ウ
糖
が
血
管
を
傷
つ
け
、
目
や
腎

臓
、
神
経
な
ど
に
も
十
分
な
血
液
が
流

れ
に
く
く
な
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
網
膜

症
、
腎
不
全
、
末
梢
神
経
障
害
な
ど
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど

の
病
気
の
発
症
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
ま

す
。６

人
に
１
人
が
も
し
か
す
る
と

　

令
和
2
年
度
の
患
者
調
査
に
よ
る
と
、

糖
尿
病
で
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
総

数
は
５
７
９
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
国
内
で
は
「
糖
尿
病
が
強

く
疑
わ
れ
る
人
」
や
「
糖
尿
病
の
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
人
」
を
含
む
糖
尿

病
予
備
軍
が
約
２
０
０
０
万
人
に
上
り
、

こ
れ
は
国
民
の
約
16
％
に
相
当
し
ま
す
。

健康
＆

すくすく
問健康医療対策課健康増進係
　℡０８５５（５２）７９３５

糖尿病は早期に
発見・治療することにより
合併症の発症を抑えられます。

浩文岡田 院長

江津市医師会

おかだファミリークリニック

糖尿病対策担当

市内医療機関の先生からのメッセージ
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￥○
有
料

他○
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
ご
み

を
持
ち
込
む
人
は
20
日

（金）
ま
で
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

℡
０
８
５
５
（
５
２
）５
３
２
１

市
民
生
活
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

冬
季
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

家
族
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

◎
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ

　
照
明
や
テ
レ
ビ
は
こ
ま
め
に
消
し

ま
し
ょ
う
。

◎
フ
タ
の
閉
め
忘
れ
に
注
意

　
冬
は
暖
房
便
座
を
使
用
す
る
こ
と

が
増
え
ま
す
。
放
熱
防
止
の
た
め
、

フ
タ
の
閉
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
設
定
を
見
直
そ
う

　
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
の
画
面
の
輝

度
を
適
切
な
明
る
さ
に
し
ま
し
ょ

う
。
暖
房
は
タ
イ
マ
ー
や
節
電
モ
ー

ド
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
で
省
エ
ネ

　
暖
か
い
食
べ
物
で
体
を
内
側
か
ら

温
め
ま
し
ょ
う
。
ひ
ざ
か
け
や
湯
た

ん
ぽ
な
ど
も
活
用
し
、こ
ま
め
に
温

度
調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
６

お
知
ら
せ

農
林
業
セ
ン
サ
ス

経
営
体
調
査
の
実
施

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、令
和
７
年
２

月
１
日
現
在
で
全
国
の
農
業
・
林
業

を
営
む
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、農
林

業
や
農
山
村
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
５
年
に
１
度
の
大
規
模
調
査
で
す
。

　

令
和
６
年
12
月
下
旬
か
ら
、対
象

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯
へ
統
計

調
査
員
が
訪
問
し
、「
聞
き
取
り
確

認
」を
行
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、調
査

対
象
と
な
っ
た
場
合
に
は
、引
き
続

き
「
調
査
票
に
よ
る
回
答
」を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
し
た
内
容
は
、「
統
計
法
」に

よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

調
査
票
の
記
入
内
容
を
他
に
漏
ら
し

た
り
、統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
し

た
り
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
調
査
対
象
と
な
る
皆
様
に
は
、

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
２
８

後
期
高
齢
者
医
療

「
医
療
費
通
知
」の
送
付

　
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
発
行
の
「
医
療
費
通
知
」を
送
付

し
ま
す
。
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除

の
手
続
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
全
員

◎
発
送
時
期　

　
令
和
7
年
１
月
中
旬
～
下
旬

（
令
和
５
年
11
月
～
令
和
６
年
10
月

診
療
分
）

※
令
和
６
年
11
月
か
ら
12
月
診
療
分

の
医
療
費
や
、医
療
費
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
医
療
費
が
あ
る
場

合
は
、医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収

書
を
申
告
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、令
和
６
年
11
月
～
12
月
診
療

分
の
医
療
費
通
知
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、発
行
が
で
き
ま
す
の
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
送
付
時
期
は
、令
和
７
年

２
月
下
旬
以
降
と
な
り
ま
す
。

※
療
養
費
（
は
り
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
）に
つ
い
て
は
、別
に
送

付
す
る
療
養
費
通
知
や
領
収
書
を
申

告
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
８
３

所
得
の
申
告
相
談
の

事
前
予
約
に
つ
い
て

　

市
で
行
う
所
得
の
申
告
相
談
は

「
事
前
予
約
」が
必
要
で
す
。

　
来
場
者
の
集
中
に
よ
る
会
場
の
混

雑
緩
和
・
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、す

べ
て
の
会
場
で
事
前
予
約
制
と
し
ま

す
。
な
お
、予
約
は
先
着
順
と
し
、受

付
人
数
が
定
員
に
達
し
た
場
合
、予
約

を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
予
約
開
始
日
時
や
予
約
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、広
報
１
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
税
務
課
市
民
税
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
１

ご
み
・
環
境

可
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

日○
12
月
22
日

（日）　

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

￥○
有
料

申○
不
要

他○
年
末
に
か
け
て
場
内
の
渋
滞
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
３
）５
０
８
１

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

○日○
12
月
22
日

（日）　
午
前
９
時
～
正
午

対○
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可

情報
ポケット

各記号の意味
日○日時　期○期間　場○場所　内○内容　対○対象
資○資格　持○持ち物　定○定員　￥○費用　〆○締切
申○申込方法　他○その他　問問い合わせ先

12月

有
　
料
　
広
　
告

蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出
の

お
願
い

　
市
内
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
人

は
、養
蜂
振
興
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

「
蜜
蜂
飼
育
届
」の
提
出
が
必
要
で

す
。
対
象
の
人
は
農
林
水
産
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対○
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
人
・

今
後
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
予
定
の

あ
る
人

内○
住
所
、氏
名
、連
絡
先
、飼
育
場
所
、

飼
育
蜂
群
数
な
ど

〆○
１
月
７
日

（火）

問
農
林
水
産
課
農
政
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
５
６

合
同
企
業
説
明
会
の

お
知
ら
せ

大
田
・
江
津
地
域
ジ
ョ
ブ
＆
キ
ャ
リ

ア
フ
ェ
ア
ｉｎ
広
島

　
大
学
生
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
検
討
者
を

対
象
に
合
同
企
業
説
明
会
及
び
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、参
加
者
に
は
両
市
の
特
産

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日○
12
月
14
日

（土）　
午
後
１
時
～
４
時

場○
広
島
県
立
広
島
産
業
会
館

対○
学
生
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
検
討
者
、一
般

求
職
者

内○
・
若
手
社
員
と
学
生

　
　
リ
ア
ル
ト
ー
ク
交
流
会

　
・
合
同
企
業
説
明
会

（
一
定
数
企
業
ブ
ー
ス
を
訪
問
す
る

と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
も
実
施
）

　
・
移
住
相
談
（
随
時
対
応
）

申○
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む

問
江
津
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
２
９
０

島
根
県
最
低
賃
金
改
定
の

お
知
ら
せ

　
10
月
12
日

（土）
か
ら
島
根
県
最
低
賃

金
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、改
定

前
額
の
９
０
４
円
か
ら
５
８
円
引
き

上
げ
の
９
６
２
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
は
正
社
員
、パ
ー
ト
、ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
呼
称
の
如
何
を
問

わ
ず
、す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

問
島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
８
５
２
（
３
１
）１
１
５
８

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

最
終
審
査
会

　

一
次
審
査
を
通
過
し
た
６
組
が
、

江
津
市
の
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域

資
源
の
活
用
に
つ
な
が
る
創
業
プ
ラ

ン
を
発
表
し
ま
す
。
当
日
は
、公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
実
施

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
ま
た
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の

ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い
ま
す
。

日○
12
月
８
日

（日）

内○
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
午
後
１
時
～
４
時

　
特
別
企
画

　
午
後
４
時
～
５
時

　
審
査
発
表

　
午
後
５
時
～
５
時
30
分

場○
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
２
階
ホ
ー
ル

◎
発
表
者　
６
組

申
￥
○
○
予
約
不
要
・
入
場
無
料

（
発
表
中
は
入
退
場
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
て
ご
ね
っ
と
石
見　

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
１
３
０

12
月
4
日
～
10
日
は

「
人
権
週
間
」で
す

江
津
市
人
権
啓
発
作
品
展
開
催

　
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
か
ら
、ポ
ス
タ
ー
の
部
、メ
ッ

セ
ー
ジ
の
部
、標
語
の
部
、作
文
の
部

の
４
部
門
に
応
募
い
た
だ
き
、市
の

審
査
で
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

期○
12
月
４
日

（水）
～
10
日

（火）

場○
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津　
ゆ
め
ス
ポ
ッ
ト

問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）１
０
１
８

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
日
常
で
人
権
問
題
で
あ
る
と
感
じ

た
こ
と
や
、困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
市
役
所
分
庁
舎
会
場

日○
12
月
９
日

（月）　
午
前
９
時
～
正
午

◎
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
会
場

日○
12
月
３
日

（火）　
午
前
９
時
～
正
午

〇
常
設
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

℡
０
５
７
０
（
０
０
３
）１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０
（
０
７
０
）８
１
０

・
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

℡
０
１
２
０
（
０
０
７
）１
１
０

平
日　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
午
後
５
時
15
分
ま
で

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

（
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）

問
松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

℡
０
８
５
２
（
３
２
）４
２
６
０

　
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
９
５
９

相
　
談

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談

員
に
よ
る
相
談

　

江
津
市
で
は
、身
体
お
よ
び
知
的

障
が
い
の
あ
る
人
や
ご
家
族
の
相
談

に
応
じ
、必
要
な
支
援
な
ど
を
行
う

た
め
、相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
身
体
障
害
者
相
談
員

　
梶
川　
勇
（
か
じ
か
わ　
い
さ
む
）

℡
０
８
５
５(

９
２)

０
７
３
２

◎
知
的
障
害
者
相
談
員

　
藤
井　
恭
郎
（
ふ
じ
い　
や
す
お
）

　
℡
０
８
５
５(

５
５)

１
８
０
３

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

　
障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
５
５(

５
２)

７
９
３
４

固定資産税（３期）の納付期限は 12 月 25 日（水）です。

有
　
料
　
広
　
告

▲ホームページ

▲申込フォーム
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移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催
○

日○
12
月
11
日

（水）　
午
後
１
時
～
４
時

場○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内○
求
人
・
求
人
相
談
、看
護
情
報
の

提
供

問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

12
月
の
補
聴
器
修
理
相
談
会

「
市
役
所
本
庁
舎
1
階
相
談
室
4
」

会
場

☆
3
日

（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
3
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

☆
23
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

☆
25
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

「
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
」会
場

☆
5
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

☆
10
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

☆
25
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

　
障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
４

が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン

　
が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
じ
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

日○
12
月
21
日

（土）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場○
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

対○
が
ん
で
治
療
中
の
人
や
か
つ
て
が

ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家
族
、医
療

や
福
祉
の
専
門
職
の
人
な
ど

申○
不
要

￥○
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

問
世
話
人　
松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

は
、２
０
０
８
年
に
発
足
し
た
自
死

遺
族
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
自
助
グ

ル
ー
プ
で
す
。
大
切
な
人
を
自
死
で

失
っ
た
悲
し
み
、苦
し
み
、怒
り
な
ど

を
遺
族
だ
け
で
語
り
合
う
場
で
す
。

松
江
会
場

日○
12
月
21
日

（土）

場○
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

益
田
会
場

日○
12
月
7
日

（土）

場○
市
立
学
習
セ
ン
タ
ー

内○
午
後
２
時
～
３
時
30
分
ま
で
は
遺

族
だ
け
の
分
か
ち
合
い
の
時
間
。（
予

約
不
要
）午
後
３
時
30
分
～
５
時
は

自
死
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
も
参
加

で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

※
会
場
や
日
時
の
変
更
も
あ
り
ま
す

の
で
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申○
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

（
桑
原
）

℡
０
９
０
（
４
６
９
２
）５
９
６
０

難
病
相
談
の
お
知
ら
せ

一
般
相
談

日○
平
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

内○
難
病
、治
療
、生
活
に
関
す
る
相
談

（
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル
）○

申○
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
込
む

就
労
相
談

日○
12
月
11
日

（水）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内○
難
病
患
者
の
就
労
に
関
す
る
相
談

（
面
談
・
電
話
）

※
面
談
を
ご
希
望
の
場
合
は
、前
日

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
３
（
２
４
）８
５
１
０

講
座
・
研
修

有
機
農
業
推
進
セ
ミ
ナ
ー

～
自
然
栽
培
か
ら
学
ぶ

　

自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
～

「
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
」の
著
者
を
お
招
き
し
、「
自
然
栽

培
」と
い
う
農
法
を
基
に
自
然
と
調

和
し
た
暮
ら
し
の
取
り
入
れ
方
に
つ

い
て
講
演
し
ま
す
。

日○
12
月
14
日

（土）　

　
午
後
１
時
～
４
時
10
分

場○
パ
レ
ッ
ト
江
津　
ホ
ー
ル

￥○
無
料

定○
１
０
０
人

申○
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
む

〆○
12
月
11
日

（水）

問
江
津
市
有
機
農
業
推
進
協
議
会

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
９
３

社
会
人
基
礎
力

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
社
会
人

と
し
て
の
マ
ナ
ー
や
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
ま
す
。

第
1
回

日○
12
月
３
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

第
2
回

日○
12
月
10
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

第
3
回

日○
12
月
17
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場○
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
会
議
研
修
室
１

申○
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

江
津
に
参
加
申
込

書
を
持
参
し
申
し

込
む

問
江
津
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
２
９
０

有
　
料
　
広
　
告

島
根
県
高
次
脳
障
が
い
者

支
援
研
修
会

　
子
ど
も
の
高
次
脳
障
が
い
を
テ
ー

マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日○
12
月
14
日

（土）　
午
後
2
時
～
４
時

場○
い
わ
み
ー
る　
４
０
１
研
修
室

◎
講
師   

関　
あ
ゆ
み
氏
（
北
海
道

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
院
教
育
心

理
学
分
野
・
学
習
神
経
心
学
教
授
）

申○
電
話
ま
た
は
申

込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

事
前
に
申
し
込
む
○

〆○
12
月
６
日

（金）

問
社
会
福
祉
法
人　
島
根
整
肢
学
園

相
談
支
援
課

℡
０
８
５
５
（
５
２
）５
７
７
９

60
代
か
ら
の
多
様
な

働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

　

元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
の
「
働
く
」

と
「
健
康
」を
テ
ー
マ
と
し
、今
回
は

「
運
動
」に
焦
点
を
あ
て
た
内
容
の
講

演
で
す
。

日○
12
月
10
日

（火）　
午
後
２
時
～
４
時

場○
江
津
市
職
員
会
館

対○
60
歳
以
上
の
人

内○
①
健
康
測
定
と
管
理
栄
養
士
さ
ん

の
知
っ
て
得
す
る
話 

　
②
仕
事
情
報
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

案
内

￥○
無
料

問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会 

江
津
分
室

℡
０
８
５
５
（
５
２
）５
３
２
０

募
　
集

令
和
７
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

対○
島
根
県
内
に
お
住
ま
い
で
、森

林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心
の

あ
る
成
人
の
人

※
国
会
お
よ
び
地
方
会
議
の
議
員
、地

方
公
共
団
体
の
長
、常
勤
の
国
会
議

員
、令
和
４
年
度
か
ら
３
年
連
続
し
て

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
人

は
対
象
外
で
す
。

申○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
む

〆○
令
和
7
年
１
月
31
日

（金）

問
近
畿
中
国
森
林
管
理
局　
総
務
企

　
画
部　
企
画
調
整
課
林
政
推
進
係

℡
０
６
（
６
８
８
１
）３
４
１
２

　
農
林
水
産
課
林
業
水
産
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
５
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
８
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を

再
開
し
ま
し
た
。「
介
護
・
子
育
て

分
野
」「
観
光
分
野
」を
は
じ
め
と
し

た
多
彩
な
業
種
で
の
短
時
間
や
短
期

間
の
仕
事
な
ど
、幅
広
く
ご
案
内
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
会
説
明
会

日○
12
月
19
日

（木）　
午
後
１
時
30
分
～

場○
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対○
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

持○
筆
記
用
具

問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）１
６
１
６

島
根
県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

お
友
だ
ち
募
集
中

　
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
随

時
配
信
し
て
い
ま
す
！
江
津
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
あ
わ
せ
て
お
友
だ
ち
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
広
聴
広
報
課

℡
０
８
５
２
（
２
２
）６
２
８
９

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、令
和
７
年
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
８
万
５
千
人
の
学
生
が
、大
学
を

卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。

○
授
業
に
は
3
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ

り
、Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
視
聴
す
る
、ま
た
講
師
か
ら
直
接

受
け
る
授
業
が
あ
り
ま
す

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

○
放
送
授
業
1
科
目
の
授
業
料
は

1
万
２
千
円
（
入
学
金
は
別
）。
半

年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業

料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

○
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

○
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た

る
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の

交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
出
願
期
間
は
、第
１
回
が
11
月
26

日
か
ら
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
、

第
２
回
が
３
月
11
日
ま
で
。

入
学
説
明
会
・
相
談
会

浜
田
会
場

日○
２
月
２
日

（日）　
午
前
10
時
～

　
２
月
15
日

（土）　
午
前
９
時
～

場
県
立
西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
（
い
わ
み
～
る
内
）

問
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
８
）５
５
０
０

有
　
料
　
広
　
告

▲申込フォーム

▲申込フォーム

▲ホームページ

▲申込フォーム▲ホームページ
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イ
ベ
ン
ト

石
見
海
浜
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

冬
の
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

～
飾
り
し
め
縄
作
り
～

日○
12
月
21
日

（土）
、22
日

（日）

　
午
前
の
部　
午
前
9
時
30
分
～

　
午
後
の
部　
午
後
1
時
30
分
～

場○
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定○
各
部
５
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

￥○
５
０
０
円

申○
電
話
で
申
し
込
む
か
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日○
令
和
7
年
１
月
21
日

（火）

　
午
前
10
時
～
正
午

※
小
雨
決
行

場○
石
見
海
浜
公
園

定○
10
人
（
先
着
）

￥○
無
料
（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
有
り
）

問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

江
津
市
駅
伝
競
走
大
会

日○
令
和
7
年
1
月
12
日

（日）

場○
江
津
中
央
公
園

資○
小
学
校
1
年
生
以
上

申○gotsurikujo@
gm

ail.com
 

右
記
ア
ド
レ
ス
へ
出
場
を
希
望
す

る
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
折

り
返
し
、要
項
な
ど
を
メ
ー
ル
で
送

り
ま
す
。
一
週
間
以
内
に
返
信
が
な

い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〆○
12
月
27
日

（金）

問
江
津
市
陸
上
競
技
協
会　
土
井　

℡
０
８
５
５
（
５
３
）０
０
１
７

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

★
年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館
い
た
し

ま
す
。
お
正
月
は
ぜ
ひ
ア
ク
ア
ス

へ
！

令
和
6
年
度
秋
季
特
別
展
「
す
く
す

く
シ
ロ
イ
ル
カ
成
長
日
記
」

　

よ
う
こ
そ
、シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤

ち
ゃ
ん
！
２
０
２
４
年
夏
に
産
ま
れ

た
2
頭
の
シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ
ん

に
関
す
る
特
別
展
。
写
真
と
と
も

に
、妊
娠
・
出
産
か
ら
成
長
の
日
々

を
振
り
返
り
ま
す
。

期○
令
和
7
年
1
月
13
日

（月）
ま
で

場○
3
階
特
別
展
示
室

内○
写
真
に
よ
る
シ
ロ
イ
ル
カ
た
ち

の
妊
娠
、出
産
、そ
し
て
成
長
記
録
の

紹
介
、シ
ロ
イ
ル
カ
た
ち
を
24
時
間

見
守
り
続
け
た
観
察
ブ
ー
ス
を
完
全

再
現
。
動
画
を
見
な
が
ら
シ
ロ
イ
ル

カ
の
観
察
体
験
を
し
て
み
よ
う
。
赤

ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
の
大
き
さ
を
体
感
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
！

冬
季
限
定
イ
ベ
ン
ト

「
ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド
」

　
島
根
県
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
た
め
今
期

（
12
月
～
2
月
）は
休
止
と
な
り
ま
し

た
。　

ク
リ
ス
マ
ス
限
定
イ
ベ
ン
ト

「
サ
ン
タ
を
さ
が
せ
！
」

　
ア
ク
ア
ス
の
中
に
隠
れ
て
い
る
サ

ン
タ
を
さ
が
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
を
集

め
よ
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
集
め
て
ガ

ラ
ポ
ン
抽
選
会
に
参
加
す
れ
ば
、素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
か
も

⁉期○
12
月
1
日

（日）
～
25
日

（水）

※
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

場○
ア
ク
ア
ス
館
内

￥○
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

★
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

①
ア
ク
ア
ス
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
隊

　
★
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
★

日○
12
月
21
日

（土）
、22
日

（日）　

　
午
後
２
時
～

場○
ア
ク
ア
ス
２
階
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
前

②
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で

　
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
づ
く
り

日○
12
月
21
日

（土）
、22
日

（日）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場○
3
階
展
望
デ
ッ
キ

￥○
ひ
と
つ
１
０
０
円

定○
各
日
15
個

③
グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日○
12
月
22
日

（日）　
（
約
20
分
間
）

　
①
午
後
１
時
～

　
②
午
後
３
時
～

場○
シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

プ
ー
ル

④
サ
ン
タ
ラ
イ
ダ
ー
登
場
！

日○
12
月
22
日

（日）　
午
後
１
時
～

場○
ア
ク
ア
ス
館
内

ア
ク
ア
ス
☆
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

①
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
で
生
き
物
さ
が
し

～
ク
リ
ス
マ
スver.

～

日○
12
月
9
日

（月）　
午
前
10
時
～

￥○
1
つ
50
円

対○
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族

定○
10
個

〇
参
加
条
件　
当
日
入
館
し
て
い
る

人
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
で
も
Ｏ
Ｋ
）

申○
当
日
午
前
9
時
よ
り
1
階
総
合
案

内
上
で
受
付

②
ア
ク
ア
ス
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
隊

　
★
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
★

日○
12
月
23
日

（月）　
午
前
10
時

￥○
無
料

定○
な
し

〇
参
加
条
件　
当
日
入
館
し
て
い
る

人
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
で
も
Ｏ
Ｋ
）

申○
当
日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

有
　
料
　
広
　
告

有
　
料
　
広
　
告

くらしの広場 （無料相談・断酒会・各種統計・寄付など）

消費生活 豆知識 Topics

消費者トラブルを防ぐ
ための見守りチェックリスト

 交通事故の発生状況
（10 月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者
市
内

Ｒ 6 年 22 0 26
前年比 3 0 5

県
内

Ｒ 6 年 576 8 651
前年比 -34 -11 -26

 火災・救急・救助の件数
（10 月末現在・江津消防署管内）

種別 火災 救助 救急
月の件数 0 3 120
年間合計 11 19 1,164

 人の動き
（10 月末現在・市民生活課届出分）

人口・世帯数       ※括弧内は前月比
総人口　　21,307人（-19）
男　　　　10,012 人（-14）
女　　　　11,295人（-5）
世帯数　　10,971世帯（-5）
赤ちゃんの誕生
男の子 6人　／　女の子　6人

ありがとうございます
（10 月 31日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付
香典・玉串料返し寄付
▽嘉久志（都野津）・中﨑泰子さん（故正彦さん）
▽嘉久志・右田智恵子さん（故逸男さん）▽東京
都杉並区（嘉久志）・野海英樹さん（故松子さん）
▽熊本市（波子）・野海茂昭さん（故充稔さん）▽
都野津・井上昌子さん（故脇田守康さん）▽都野
津・山根祥光さん（故ミネヨさん）▽嘉久志・中川
哲さん（故明美さん）▽都野津・森本美津子さん

（故一男さん）▽川平・嘉戸聖也さん（故誠さん）
▽跡市・𠮷川要さん（故霞さん）
※掲載をご了承いただいた人について掲載してい
ます。印刷上表記できない漢字は、常用漢字など
に置き換えています。

◎江津市社会福祉協議会
　℡0855（52）2474

12 月の無料相談
人権相談

江津 9 日（月） 9：00 ～12：00
市役所分庁舎１階　会議室

桜江 3 日（火） 9：00 ～12：00
桜江総合センター　研修室

行政相談

江津 18 日（水）13：30 ～16：30
市役所本庁舎3 階　市民相談室

桜江 １１日（水）9：00 ～12：00
桜江総合センター　和室

こころの健康相談
日時 4 日（水）、19 日（木）
時間 14：00 ～16：00
会場 浜田保健所、市役所など

予約先 浜田保健所　℡０８５５（２９）５５５０
交通事故相談

日時 毎週水曜日 11:00~16:00
会場 浜田合同庁舎１階

予約先 島根県交通事故相談所
℡ 0852（22）5102

サポステ浜田　就労相談
日時 毎月第２火曜日 11：00 ～13：00
会場 パレットごうつ　会議研修室 2

予約先
島根県地域若者サポートステーション
（浜田市・いわみーる1階）
℡ 0855（22）6830

ふれあい福祉センター総合相談所
法律相談
（弁護士）

12日（木）13：00 ～15：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（江津）

20 日（金）9：00 ～12：00
市社会福祉協議会　※要予約

一般相談
（桜江）

17 日（火）9：45 ～12：00
桜江総合センター　※要予約

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）9：00 ～16：00
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

予約先 市社会福祉協議会
℡ 0855（52）6710

12 月の断酒会
江津保健センター
開催日 5 日、12 日、26 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター
開催日 19 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00

　　　　■問 佐々井勉 ℡ 090（8715）8679
　　豊田康弘 ℡ 080（1904）8154

　◎相談先
　消費者ホットライン
　℡ １８８

島根県消費者センター
マスコットキャラクター
だまされないゾウくん
作：柏屋コッコ

□家に見慣れない人が出入りして
いないか

□不審な電話のやりとりがないか
□家に見慣れないもの、未使用の

ものが増えていないか
□見積書、契約書などの不審な書

類や名刺などがないか
□家の屋根や外壁、電話機周辺な

どに不審な工事の形跡はないか
□カレンダーに見慣れない事業者

名などの書き込みがないか
□定期的にお金をどこかに支払っ

ている形跡はないか
□生活費が不足したり、お金に困っ

ていたりする様子はないか
□何かを買ったことを覚えていな

いなど、判断能力に不安を感じ
ることはないか

※独立行政法人国民生活センター
が公表しています。

　「お金が返ってくるので、ＡＴＭ
に行くように」などという電話が
あったら還付金詐欺です。

還付金詐欺にご注意ください
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広報担当のカメラから

だいこんだいこんの肉巻き

材料（２人分）
大根（上部） 　130 ｇ
にんじん　15 ｇ
青ネギ　15 ｇ
豚バラ薄切り肉　６枚
小麦粉　大さじ 1
ごま油　大さじ２分の１

作り方
１大根は長さ５cm の太めのせん切りにする。
２にんじんは長さ５cm の細めのせん切りにする。
３青ネギは長さ５cm に切る。
４★の調味料は合わせておく。
５豚バラ薄切り肉を広げ１、 ２、 ３をのせくるくると巻いた後、バットに小麦

粉を広げ全体にまぶす。
６フライパンにごま油を熱し、 ５の巻き終わりを下にして入れ、肉に火が通る

まで焼く。
７最後に★の調味料を回しかけ肉全体にしっかり絡める。
８お皿に盛りつけてからゴマをふる。

１人分の野菜使用量：80g　エネルギー：369kcal　塩分：1.7g１人分の野菜使用量：80g　エネルギー：369kcal　塩分：1.7g

大根は季節によって味が異なります。夏の大
根は辛みがありますが、冬の大根は甘みや

みずみずしさがあり、生でも美味しく食べられま
す。また上部は水分が多く、下部は水分が少なめ
で辛みが強いのが特徴です。料理によって使い分
けるとより美味しく食べることができます。

調理時間　約 20 分

\ レシピ公開中 /

江津食彩
食卓に毎日プラス１皿の野菜

ごうつの味　四季めぐり

問江津市図書館本館　℡０８５５（５２）０５５１
　桜江分館　℡０８５５（９２）０３００Library 図書館においでよ！

図書館でゲームの貸出、やってます

◎毎週火曜日　
◎年末年始休館 12 月 29 日（日）～１月４日（土）

今月の休館日

※休館中や早朝、深夜の返却には返却ポストをご利用くださ
い。必ず、備え付けの用紙にお名前などをご記入ください。大
型絵本、CD、DVD、紙芝居、ゲーム類の返却は開館時間内
にカウンターへご返却ください。

童話作家佐々木恵未回顧展
　「佐々木恵未回顧展」が 11 月 24 日まで今井美術館で開
催されました。江津市出身の童話作家・佐々木恵未さんが
2014 年に亡くなられて 10 年。明るい色彩と、ほのぼのと
したキャラクターの画風で多くの人に愛されてきました。恵
未さんのイラストを使ったプラバン制作のワークショップが
11 月 3 日に同館内で行われました。参加者は、恵未さんの
イラストを選び、プラスティック板に色塗り。「絵を見てるい
だけで笑顔になる」と楽しく制作しました。

　当館では、本や CD・DVD、紙芝居などの他にボードゲー
ムの貸出を行っています。ボードゲームの貸出をしている図
書館は全国的にもまれで、日本図書館協会の機関誌『図書
館雑誌』2024 年 8 月号（閲覧可）にも取り上げていただ
くほど先進的な取り組みのようです。
　当館のゲームコーナーの前では、
家族や友達同士であれこれ意見しな
がら選び、選ぶ段階からすでに楽し
んでおられる姿が頻繁に見うけられ、
見ているこちらまで楽しい気分にさせ
てくれています。クリスマスや年末年
始、楽しい時間が多い12月です。ゲー
ムで盛り上がってみませんか？

しょうゆ　大さじ２分の１
オイスターソース　大さじ２分の１
酒　大さじ２分の１
みりん　大さじ２分の１
砂糖　大さじ２分の１
白いりごま　小さじ 1

★

長期インターンシップ中間報告会
　11 月 7 日、NPO 法人てごねっと石見と島根県立大学浜
田キャンパスが共同で行っている長期インターシップの中間
報告会がパレットごうつで開催されました。3 名の学生がそ
れぞれ二宮、跡市、波子地区でイベントの企画や運営に携
わり、2 名は起業家へのインタビューやビジネスプランコン
テストの運営を行っています。活動経過や成果を報告し、後
半はグループに分かれて参加者と学生が意見交換を行いまし
た。学生たちは地域の温かい歓迎に感謝し、「地域の人たち
が受け入れてくれて嬉しかった」という感想を共有しました。

ものづくり銀賞受賞！
　「第 19 回若年者ものづくり競技大会」で銀賞を受賞した
島根職業能力開発短期大学校の学生が、10 月16 日に結
果報告のため江津市長を訪問しました。銀賞を受賞したの
は、建築大工職種（参加選手数 34 名）に出場した住居環
境科 2 年、渡利日菜多さん。
　大会前 3 か月間、授業終了後毎日練習。接合部分の隙
間が埋まらず苦戦されたとのこと。「今回の競技会参加で得
た、丁寧に正確に仕上げる技術を今後の仕事に活かしたい」
と渡利さんは笑顔で話しました。

木材に息吹を、想いを刻む

～当館所蔵のボードゲーム～

「カタカナーシ」「DOBBLE ドブル」
「元祖ぐらぐらゲーム」「キャプテン・リノ」
「レインボーアンバランス」「ガイスター」
「江津ふるさとかるた」「将棋」など　全 61 点

・一家族 1 点までの貸出となります。
・返却ボックスはご利用いただけません。

貸出冊数・貸出期間を変更します
◎ 12 月15 日（日）～28 日（土）
◎貸出期間　3 週間　◎貸出冊数　10 冊

年末年始休館日に伴い

　11 月10 日、桜江町で木材塗装体験イベントが開催され
ました。このイベントは、さくらえ地区小さな拠点推進若者
会によって企画され、同日に行われた桜江いきいき祭りに訪
れた子どもたちが参加をしました。かつて喫茶店だった場所
を、誰でも利用できるスペースにリノベーションする計画の
一環として実施され、イベントでは天井に貼られる予定の木
板に防腐効果のある柿渋を塗る体験が行われました。裏面
には自分の想いを書くことができ、参加者は楽しそうに作
業に取り組んでいました。
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12月ごうつカレンダー
江津市 PR キャラクター

 「人麻呂くんとよさみ姫」日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
中 第 33 回ヨネッ

クス杯バドミン
トン大会、江津
市野球連 盟秋
季野球選手権
大会

済子宮頸がん検診 さ人権相談（23）
中  総  図  じ休館日
済子宮頸がん、乳

がん検診
パ 社会人基礎力

アップセミナー
（20）

済子宮頸がん、乳
がん検診

保断酒会（23）
サ定休日
子休館日
済子宮頸がん検診

済子宮頸がん検診 中第19 回江津ラ
イオンズクラブ
杯小学生交流
バレーボール
大会（～12/8）

８ 9 10 11 12 13 14
総 おやこキラキラ

コンサート
パビジネスプラン

コンテスト最終
選考（19）

中 江津市野球連
盟秋季野球選
手権大会

分人権相談（23）
済子宮頸がん検診

中  総  図  じ休館日
済子宮頸がん、乳

がん検診
パ 社会人基礎力

アップセミナー
（20）

さ行政相談（23）
済子宮頸がん、乳

がん検診

役 子宮頸がん、乳
がん検診

保断酒会（23）
サ定休日
子休館日
社法律相談（23）
済子宮頸がん検診
中 浜田地区高体連

冬季大会

済子宮頸がん検診 中 第 40 回 江 津
市スポーツ少
年団交歓体育
祭

15 16 17 18 19ごうつ食育の日 20 21
中第７回中野カッ

プソフトバレー
ボール大会

済子宮頸がん検診 さ一般相談（23）
中  総  図  じ休館日
済子宮頸がん検診
パ 社会人基礎力

アップセミナー
（20）

役行政相談（23）
済子宮頸がん検診

桜断酒会（23）
総 江津人権問題講

演会
サ定休日
子休館日
済子宮頸がん検診

社一般相談（23）
済子宮頸がん検診

保がんケアサロン
（20）

社子宮頸がん・乳
がん・胃がん

中 第 32 回 石 央
中学生インド
ア大会、第 32
回石央中学生
ソフトテニス研
修会

22 23 24 25 26 27 28
島休日開場日（18）
エ休日開場日（18）
中第 45 回江津市

職域バレーボー
ル大会

済子宮頸がん検診 中  総  図  じ休館日
済子宮頸がん、乳

がん検診

済子宮頸がん、乳
がん検診

役食事相談
保断酒会（23）
子休館日
済子宮頸がん検診

済子宮頸がん検診

29 30 31
総  図 年末年始休

館
総  図 年末年始休

館
総  図 年末年始休

館

◎各記号の意味
役市役所　分分庁舎　島島の星クリーンセンター　エエコクリーンセンター　保江津保健センター さ桜江総合センター　
桜桜江保健センター　中中央公園　総総合市民センター　図江津市図書館　パパレットごうつ　　ササンピコごうつ　
子子育てサポートセンター　じじばさんセンター　社社会福祉協議会　済済生会江津総合病院　　◆市内その他会場

※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

年末年始の休業日は 26 ページをご確認ください

年末年始年末年始のの公共施設公共施設などのなどの休業日休業日

年末年始年末年始ののごみ収集ごみ収集

施設名
12 月 １月

備考
29 日㊐ 30 日㊊ 31日㊋ 1日㊌ 2 日㊍ 3 日㊎ 4 日㊏

市役所
本庁舎・分庁舎 
水道庁舎・桜江支所

ー ー ー ー ー ー ー
休業中は、出生・死亡・婚姻などの届
出、埋火葬許可証の発行などは市役所
本庁舎の宿直室で受け付けます。

総合市民センター ー ー ー ー ー ー 〇

地場産業振興センター ー ー ー ー ー ー 〇

江津市図書館
本館
桜江分館

ー ー ー ー ー ー ー

中央公園施設 ー ー ー ー ー ー 〇

桜江Ｂ＆Ｇ海洋センター ー ー ー ー ー ー 〇

有福温泉公衆浴場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

道の駅サンピコごうつ 〇 〇 ー ー ー ー 〇 12 月 30 日（月）の営業は、午後５時
までです。

江津斎場 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇

パレットごうつ ー ー ー ー ー ー 〇

子育てサポートセンター ー ー ー ー ー ー 〇

開業日は「〇」印、休業日は「―」印で表しています。

燃やせるごみの収集
年末 12 月27日（金）まで平常の収集日どおり。

※　12 月30 日（月）、31日（火）は特別収集とします。

年始 1月6日（月）から平常の収集日どおり。

可燃物処理場への持ち込み
（エコクリーンセンター）
年末 12 月27日（金）まで（午前９時～午後４時 30 分）
年始 1月6日（月）から（午前９時～午後４時 30 分）

し尿のくみ取り
　年末のくみ取りは、12 月13 日（金）までの申し込みをし
てください。

※年末年始は大変集中するため、早めの連絡をお願い
します。

問市民生活課生活環境係　℡０８５５（５２）７９３６

燃やせないごみの収集
江津市環境衛生カレンダーのとおり。

※金物類、有害ごみ、ガラス・陶器類に分かれており、地区
により収集日が異なります。

不燃物処理場への持ち込み
（島の星クリーンセンター）

年末 12 月27日（金）まで（午前９時～午後４時）
年始 1月6日（月）から（午前９時～午後４時）

リサイクルステーションへの持ち込み
受付時間　午前８時から午後６時まで
閉鎖日　　１月１日（水）～３日（金）

※強風時や荒天時には予告なく閉鎖する場合があります。
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

編
集
部
だ
よ
り

江津市公式 LINE
友だち募集中！

この広報紙は地球に優しい、
石油をあまり使用しない植物油
インクを使用しています。

　

先
日
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

中
間
報
告
会
に
参
加
し
、
学
生
た

ち
が
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
成

長
す
る
姿
を
見
ま
し
た
。
中
で
も

「
頼
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
」
と

い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

自
分
一
人
で
抱
え
込
む
の
で
は
な

く
、
周
り
を
頼
る
大
切
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
計
画
的

に
大
掃
除
を
す
る
つ
も
り
が
、
結

局
大
晦
日
に
焦
っ
て
始
め
る
こ
と

に
な
り
そ
う
。家
族
に
上
手
に
頼
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
栄
）

　

朝
の
寒
さ
で
起
き
る
の
が
難

し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
今
年
の
秋
は
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
す
る
機
会
が

多
く
、
現
役
時
代
よ
り
も
本
番

が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

　

さ
て
、
12
月
号
で
は
給
食
特
集

を
お
届
け
し
ま
す
。
給
食
に
つ
い

て
調
べ
て
い
る
と
、
懐
か
し
い
思

い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
、
も
う
給
食
を
食
べ
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
も

う
一
度
あ
の
頃
に
戻
っ
て
、味
わ
っ

て
み
た
い
で
す
。（
海
）

◎試験日 令和７年1月19 日（日）

◎試験会場 江津市役所本庁舎

【第１次試験】

◎試験日 令和７年 2 月9 日（日）

◎試験会場 江津市役所本庁舎

【第２次試験】

12 月2日（月）～令和７年1月６日（月）申込受付期間

▶一般事務（A）
◎採用予定人数　2 人程度
◎受験資格
　平成 6 年４月２日～平成 19 年
４月１日までに生まれた人

▶土木技師（C）
◎採用予定人数　２人程度
◎受験資格
　平成元年４月２日～平成 19 年
４月１日までに生まれた人

▶文化財専門員（B）
◎採用予定人数　1 人
◎受験資格
　昭和５９年４月２日以降に生まれた人で、
大学または大学院において考古学または歴
史学を専攻して卒業（修了）し、埋蔵文化財
発掘調査の実務経験を有する人

▶建築技師（E）
◎採用予定人数　2 人程度
◎受験資格
　平成元年４月２日～平成 19 年 4 月1日までに生まれ
た人で、ニ級建築士の資格を有する人または令和７年４月
１日時点でニ級の受験資格を有する人（見込みを含む）

▶建築技師（D）
◎採用予定人数　2 人程度
◎受験資格
　平成元年４月２日～平成 15 年４月１日までに生まれた
人で、一級建築士の資格を有する人または令和７年４月１
日時点で一級の受験資格を有する人（見込みを含む）

試験区分・採用予定人数・受験資格

問人事課人事給与係
　℡０８５５（５２）７９３０
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